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研究成果の概要（和文）：癌細胞に細胞死を誘導する精油としてレモングラス、レモンマートル、リツエア、メ
リッサに着目して研究を行なった。そしてこれらの精油の蒸散成分が乳癌細胞に対して強力な 細胞死誘導効果
を示すことを確認した。これらの精油はcitralを多く含有しており、蒸散したcitralには強い抗腫瘍効果が認め
られた。一方、citralは正常細胞に対しても強い細胞毒性を示したのに対して、レモンマートルの細胞毒性は軽
微であった。以上よりレモンマートルは癌細胞に対する強い抗腫瘍効果と、正常細胞に対する弱い細胞毒性を示
す事が明らかとなった。さらに担癌マウスを用いた動物実験において、レモンマートルの抗腫瘍効果が示され
た。

研究成果の概要（英文）：Research was conducted focusing on lemongrass, lemon myrtle, litsea, and 
melissa as essential oils that induce cell death in cancer cells. It was confirmed that the 
evaporated components of these essential oils exhibit a strong cell death-inducing effect on breast 
cancer cells. These essential oils contain a lot of citral, and evaporated citral was found to have 
a strong antitumor effect. Meanwhile, citral also exhibited strong cytotoxicity against normal 
cells, whereas lemon myrtle's cytotoxicity was slight. From the above, it became clear that lemon 
myrtle exhibits a strong antitumor effect against cancer cells and weak cytotoxicity against normal 
cells. Furthermore, in animal experiments using tumor-bearing mice, the antitumor effect of lemon 
myrtle was demonstrated.

研究分野： Oncology

キーワード： レモンマートル　レモングラス　リツエア　メリッサ　抗腫瘍効果　エッセンシャルオイル
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本人女性の部位別罹患率が第1位である乳癌は好発年齢が40歳から60歳代と若く、その対策は重要かつ緊急性
を要する課題である。特に免疫染色でER/PgR/HER2が全て陰性となるトリプルネガティブ乳癌（TNBC）は、ホル
モン療法が無効で再発しやすく予後不良である。本研究により、“香り（アロマ）”による癌治療と言う新しい
研究成果が期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
癌に対する周学的治療は、癌の再発を抑制し生命予後を延長する一方で、その治療が強い副作
用を伴う場合があり、高齢の患者や他の疾患を合併している患者にとっては、治療の継続が困難
になる危険性がある。そのため副作用が少なく、効果の高い治療法の開発が強く望まれている。
そして植物由来の精油を用いた癌治療は、有望な方法の一つとして注目されている。 
 
 
２．研究の目的 
申請者らは、乳癌細胞に対するアロマオイル揮発成分の抗腫瘍効果について研究しており、有
望な４つの精油とそれぞれに共通する抗腫瘍活性を持つ揮発成分を同定を目的として研究を行
なった。 
 
 
３．研究の方法 
96well プレートで乳癌細胞を培養し、中心の well にのみ精油を滴下した。プレートを 37 度

で 48 時間インキュベーションすることにより、アロマオイルの揮発成分が周囲の乳癌細胞増殖

能に及ぼす影響について、MTT アッセイを用いて検討した。またガスクロマトグラフィを用いて、

癌細胞に影響を及ぼし得る蒸散成分濃度について検討した。 
 
 
 
４．研究成果 

20 種類の精油を用いて検討を行い、Lemon Myrtle, Lemongrass, Litsea, およびMelissa の精
油に強い抗腫瘍効果を認めた。これらの精油を 500 倍以上に希釈しても、精油周囲の乳癌細胞増
殖を抑制した。これら４種類の精油の中では、Lemon Myrtle 精油の蒸散成分が最も強い効果を

示した。 

図：Lemon Myrtle による抗体腫瘍効果（緑色：生細胞、赤色：死細胞（核）） 
 



 
グラフ：各精油による癌細胞の増殖抑制効果（LG：Lemongrass、LM：Lemon Myrtle） 
 
その一方で、Lemon Myrtle は正常人抹消血液中の有核細胞に対する細胞毒性は最も弱いもの

であった。 

 

グラフ：各精油による正常細胞の増殖抑制効果（LG：Lemongrass、LM：Lemon Myrtle） 
 
これらの精油に含まれる成分について比較検討した結果、いずれも Citral を非常に多く含ん

でいた。各精油から揮発した Citral の乳癌細胞に対する IC50 は 1.4ul/ml と低濃度であった。

そして揮発した Citral は単独で強い増殖抑制作用と浸潤抑制作用を示した。 

 
グラフ：Lemongrass、Lemon Myrtle と Citral における癌細胞増殖抑制効果の比較（Cit：Citral） 
 

 

 



その一方で、Citral は正常細胞に対する細胞毒性が Lemon Myrtle よりも強かった。 

 

グラフ：Lemongrass、Lemon Myrtle と Citral における正常細胞に対する細胞毒性の比較 
 
５．結論 

Lemon Myrtle, Lemongrass, Litsea, および Melissa の蒸散成分は、Citral により乳癌細胞

の増殖を抑制すると考えられた。また、Citral 単独に比べて Lemon Myrtle は正常細胞に対する

細胞毒性が低かった。 

今後の研究課題として Cytral による高腫瘍メカニズムの解明を行う予定である。 
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